
公公
立立
高高
等等
学学
校校
入入
学学
者者
選選
抜抜
学学
力力
検検
査査

のの
発発
表表
にに
、、
緊緊
張張
感感
漂漂
うう
職職
員員
室室
でで
、、
私私
はは

四四
十十
年年
もも
前前
のの
自自
分分
とと
向向
きき
合合
っっ
てて
いい
まま
しし

たた
。。
そそ
れれ
はは
、、
惜惜
しし
くく
もも
涙涙
をを
のの
んん
だだ
子子
どど

もも
たた
ちち
にに
何何
とと
声声
をを
かか
けけ
たた
もも
のの
かか
とと
思思
いい
、、

「「
不不
合合
格格
」」
とと
いい
うう
三三
文文
字字
にに
心心
痛痛
めめ
たた
かか

つつ
てて
のの
私私
にに
助助
けけ
をを
求求
めめ
たた
のの
でで
しし
たた
。。

私私
のの
周周
りり
にに
はは
友友
もも
いい
たた
しし
、、
先先
生生
方方
もも

いい
てて
くく
だだ
ささ
っっ
たた
しし
、、親親
もも
いい
まま
しし
たた
。。
皆皆
、、

優優
しし
かか
っっ
たた
。。

なな
ぐぐ
ささ
めめ
のの
言言
葉葉
やや
励励
まま
しし
のの
言言
葉葉
をを
沢沢
山山
、、

もも
らら
っっ
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
でで
もも
、、
そそ
ここ
でで
私私

はは
否否
がが
応応
でで
もも
自自
分分
とと
向向
きき
合合
うう
しし
かか
なな
かか

っっ
たた
のの
でで
すす
。。

初初
めめ
てて
「「
孤孤
独独
」」
とと
いい
うう
もも
のの
をを
感感
じじ
たた

経経
験験
でで
しし
たた
。。
第第
二二
志志
望望
校校
でで
のの
新新
しし
いい
生生

活活
がが
始始
まま
るる
まま
でで
、、
周周
囲囲
にに
はは
気気
づづ
かか
れれ
なな

いい
孤孤
独独
感感
とと
一一
緒緒
にに
過過
ごご
しし
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。

とと
ここ
ろろ
がが
、、
入入
学学
直直
後後
かか
らら
私私
のの
気気
持持
ちち

はは
一一
転転
しし
まま
しし
たた
。。
絶絶
対対
にに
そそ
ここ
（（
第第
一一
志志

望望
校校
））
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
いい
うう
理理
由由

がが
見見
つつ
かか
らら
なな
かか
っっ
たた
かか
らら
でで
すす
。。

そそ
れれ
どど
ここ
ろろ
かか
、、
個個
性性
的的
なな
先先
生生
方方
、、
よよ

りり
専専
門門
的的
なな
授授
業業
、、本本
格格
的的
なな
部部
活活
動動
等等
々々
、、

新新
たた
なな
刺刺
激激
にに
感感
動動
ささ
ええ
覚覚
ええ
まま
しし
たた
。。
ああ

まま
りり
、、
もも
のの
ごご
とと
にに
執執
着着
しし
なな
いい
とと
いい
うう
性性

格格
がが
手手
伝伝
っっ
てて

のの
ここ
とと
だだ
っっ
たた

のの
かか
もも
しし
れれ
まま

せせ
んん
。。
私私
にに
とと

っっ
てて
のの
失失
敗敗
とと

失失
望望
感感
とと
にに
苛苛

まま

れれ
たた
経経
験験
はは
、、

自自
分分
とと
向向
きき
合合
うう
ここ
とと
とと
、、
物物
事事
にに

はは
点点
だだ
けけ
でで
なな
くく
幅幅
やや
奥奥
行行
きき
がが
ああ

るる
三三
次次
元元
のの
世世
界界
へへ
のの
実実
感感
にに
つつ
なな

がが
るる
もも
のの
でで
しし
たた
。。
まま
るる
でで
、、「「
新新

大大
陸陸
」」
をを
発発
見見
しし
たた
かか
のの
よよ
うう
にに
、、

ワワ
クク
ワワ
クク
しし
まま
しし
たた
。。
失失
望望
感感
かか
らら
這這
いい
出出

てて
、、
一一
回回
りり
大大
きき
くく
なな
っっ
たた
そそ
のの
瞬瞬
間間
でで
しし

たた
。。そそ

れれ
以以
来来
、、
私私
のの
中中
でで
はは
、、
「「
失失
敗敗
」」
はは

怖怖
いい
もも
のの
でで
もも
、、
みみ
じじ
めめ
なな
もも
のの
でで
もも
なな
いい

のの
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
明明
確確
にに
なな
っっ
てて
いい
きき
まま

しし
たた
。。
私私
のの
中中
でで
、、
幾幾
度度
もも
経経
験験
しし
たた
「「
失失

敗敗
体体
験験
」」
、、
私私
をを
たた
くく
まま
しし
くく
しし
てて
くく
れれ
まま

しし
たた
。。

来来
るる
三三
月月
九九
日日
、、
二二
十十
八八
名名
のの
生生
徒徒
がが
九九

年年
間間
のの
義義
務務
教教
育育
をを
修修
了了
しし
、、
卒卒
業業
いい
たた
しし

まま
すす
。。

清清
川川
のの
流流
れれ
のの
よよ
うう
にに
、、
優優
しし
くく
、、
清清
らら

かか
にに
育育
っっ
たた
子子
どど
もも
たた
ちち
。。
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
進進

路路
はは
誰誰
とと
比比
較較
すす
るる
もも
のの
でで
もも
なな
いい
、、
誇誇
りり

でで
すす
。。
一一
人人
一一
人人
がが
、、
喜喜
びび
とと
感感
謝謝
のの
気気
持持

ちち
をを
大大
切切
にに
しし
てて
いい
たた
なな
らら
、、
多多
くく
のの
挑挑
戦戦

のの
機機
会会
にに
出出
会会
うう
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。

大大
空空
やや
川川
面面
にに
一一
生生
懸懸
命命
にに
羽羽
ばば
たた
くく
時時

とと
、、
木木
陰陰
でで
しし
っっ
かか
りり
とと
羽羽
をを
休休
めめ
るる
時時
とと

をを
自自
分分
のの
心心
とと
体体
のの
声声
をを
聴聴
きき
なな
がが
らら
、、
決決

めめ
てて
いい
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
願願
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

春春
がが
間間
近近
にに
なな
るる
とと
、、
花花
もも
草草
もも
木木
もも
、、

そそ
しし
てて
、、
人人
もも
そそ
のの
成成
長長
がが
目目
にに
映映
りり
まま
すす
。。

一一
・・
二二
年年
生生
はは
、、
三三
年年
生生
にに
良良
くく
しし
てて
もも
らら

っっ
たた
ここ
とと
、、
教教
ええ
てて
もも
らら
っっ
たた
ここ
とと
にに
感感
謝謝

しし
てて
、、
更更
にに
磨磨
きき
をを
かか
けけ
てて
いい
くく
ここ
とと
とと
思思

いい
まま
すす
。。
とと
てて
もも
楽楽
しし
みみ
でで
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
保保
護護
者者
のの
皆皆
様様
もも
、、
わわ
がが
子子
のの

成成
長長
をを
見見
守守
りり
なな
がが
らら
、、
親親
とと
しし
てて
のの
成成
長長

をを
果果
たた
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい

まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
地地
域域
のの
皆皆
様様
にに
はは
、、
いい
つつ

もも
子子
どど
もも
たた
ちち
をを
気気
にに
かか
けけ
てて
いい
たた
だだ
きき
、、

感感
謝謝
のの
言言
葉葉
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
本本
当当
にに
ああ
りり

がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。

ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
子子
どど
もも
のの
成成
長長
、、
大大
人人
のの

成成
長長
はは
続続
きき
まま
すす
。。

子子
どど
もも
たた
ちち
がが
、、
自自
分分
のの
中中
にに
見見
るる
「「
新新

大大
陸陸
」」
にに
期期
待待
しし
まま
すす
。。

感感
謝謝

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
かか
らら
、、
緑緑
中中
学学
校校
でで
はは

「「
きき
よよ
かか
わわ
学学
びび
づづ
くく
りり
推推
進進
事事
業業
」」
をを
受受

けけ
、、校校
内内
でで
のの
研研
究究
をを
おお
ここ
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
今今
年年
度度
はは
、、「「
わわ
かか
りり
合合
うう
喜喜
びび
をを

大大
切切
にに
しし
たた
授授
業業
づづ
くく
りり
」」
をを
テテ
ーー
ママ
にに
、、

研研
究究
をを
進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。
「「
わわ
かか
りり
合合
うう
喜喜

びび
をを
大大
切切
にに
しし
たた
授授
業業
」」
をを
すす
るる
ここ
とと
でで
、、

「「
自自
らら
課課
題題
をを
見見
つつ
けけ
、、
そそ
のの
問問
題題
解解
決決
にに

努努
力力
でで
きき
るる
、、
主主
体体
的的
なな
学学
習習
のの
でで
きき
るる
生生

徒徒
がが
育育
つつ
」」
、、
とと
いい
うう
仮仮
説説
のの
もも
とと
、、
今今
年年

度度
はは
重重
点点
をを
二二
つつ
置置
いい
てて
研研
究究
をを
しし
てて
きき
まま

しし
たた
。。
一一
つつ
はは
、、
研研
究究
協協
議議
のの
活活
性性
化化
、、
そそ

しし
てて
もも
うう
一一
つつ
はは
三三
部部
会会
（（
教教
科科
研研
究究
部部
・・

家家
庭庭
連連
携携
部部
・・
研研
究究
授授
業業
部部
））
のの
活活
動動
のの
充充

実実
でで
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
、、
研研
究究
協協
議議
のの
新新
しし

いい
方方
法法
をを
模模
索索
しし
、、
部部
会会
開開
催催
のの
時時
間間
確確
保保

をを
工工
夫夫
しし
まま
しし
たた
。。

教教
科科
研研
究究
部部
でで
はは
、、
○○
評評
価価
評評
定定
のの
研研
究究

とと
保保
護護
者者
へへ
のの
説説
明明
資資
料料
のの
作作
成成
○○
授授
業業
力力

向向
上上
旬旬
間間
のの
企企
画画
、、
運運
営営
○○
研研
修修
会会
等等
へへ
のの

参参
加加
及及
びび
報報
告告
○○
他他
校校
へへ
のの
授授
業業
視視
察察
とと
報報

告告
をを
おお
ここ
なな
いい
まま
しし
たた
。。
授授
業業
力力
向向
上上
旬旬
間間

にに
はは
、、
空空
きき
時時
間間
にに
他他
のの
教教
師師
のの
授授
業業
をを
参参

観観
しし
、、
参参
観観
後後
気気
づづ
いい
たた
ここ
とと
をを
「「
授授
業業
参参

観観
カカ
ーー
ドド
」」
にに
記記
入入
。。
互互
いい
にに
忌忌
憚憚
のの
なな
いい

意意
見見
をを
出出
しし
合合
いい
、、
個個
々々
のの
力力
量量
アア
ッッ
ププ
をを

目目
指指
しし
まま
しし
たた
。。

家家
庭庭
連連
携携
部部
でで
はは
、、
家家
庭庭
へへ
のの
発発
信信
をを
充充

実実
ささ
せせ
よよ
うう
とと
、、
①①
「「
学学
びび
のの
足足
跡跡
」」
とと
いい

うう
家家
庭庭
でで
のの
「「
学学
びび
」」
のの
計計
画画
表表
をを
生生
徒徒
にに

記記
入入
ささ
せせ
、、
客客
観観
的的
にに
学学
びび
をを
見見
つつ
めめ
るる
ここ

とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
②②

「「
学学
びび
通通
信信
」」
のの
発発
行行
をを
しし
まま
しし
たた
。。
通通
信信

でで
はは
、、
清清
川川
村村
基基
礎礎
基基
本本
確確
認認
テテ
スス
トト
のの
意意

識識
調調
査査
をを
分分
析析
しし
、、
まま
たた
「「
学学
びび
のの
足足
跡跡
」」

のの
結結
果果
かか
らら
、、
生生
活活
習習
慣慣
改改
善善
のの
たた
めめ
のの
家家

庭庭
・・
地地
域域
へへ
のの
啓啓
発発
のの
たた
めめ
のの
記記
事事
をを
載載
せせ
、、

学学
校校
とと
家家
庭庭
でで
とと
もも
にに
子子
どど
もも
をを
育育
てて
てて
いい

きき
たた
いい
、、
とと
いい
うう
思思
いい
をを
伝伝
ええ
まま
しし
たた
。。

研研
究究
授授
業業
部部
でで
はは
、、
○○
研研
究究
授授
業業
にに
向向
けけ

てて
部部
内内
でで
のの
指指
導導
案案
作作
りり
、、
○○
研研
究究
協協
議議
のの

工工
夫夫
とと
しし
てて
①①
生生
徒徒
にに
よよ
るる
授授
業業
評評
価価
②②

「「
ワワ
ーー
ルル
ドド
カカ
フフ
ェェ
」」
をを
実実
施施
しし
まま
しし
たた
。。

生生
徒徒
にに
よよ
るる
授授
業業
評評
価価
でで
はは
、、
受受
けけ
たた
生生
徒徒

自自
身身
がが
身身
にに
つつ
いい
たた
力力
をを
伝伝
ええ
るる
ここ
とと
がが
、、

善善
いい
刺刺
激激
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
「「
ワワ
ーー
ルル
ドド
カカ

フフ
ェェ
」」
はは
、、
１１
９９
９９
５５
年年
にに
アア
メメ
リリ
カカ
でで
開開

発発
ささ
れれ
たた
手手
法法
でで
すす
。。
現現
在在
、、
世世
界界
中中
のの
企企

業業
やや
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
でで
活活
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
よよ
いい

考考
ええ
はは
、、
カカ
フフ
ェェ
のの
よよ
うう
なな
空空
間間
かか
らら
、、
とと

いい
うう
発発
想想
かか
らら
生生
まま
れれ
たた
もも
のの
でで
、、
おお
茶茶
をを

飲飲
みみ
、、
和和
やや
かか
なな
雰雰
囲囲
気気
のの
中中
でで
意意
見見
をを
交交

わわ
しし
てて
いい
くく
点点
がが
特特
徴徴
でで
すす
。。
緑緑
中中
学学
校校
にに

おお
けけ
るる
ワワ
ーー
ルル
ドド
カカ
フフ
ェェ
はは
、、
話話
しし
合合
いい
のの

テテ
ーー
ママ
をを
３３
点点
（（
言言
語語
活活
動動
のの
充充
実実
へへ
のの
取取

りり
組組
みみ
はは
どど
ここ
にに
見見
らら
れれ
たた
かか
？？
／／
生生
徒徒
相相

方方
向向
のの
教教
ええ
合合
いい
・・
刺刺
激激
しし
合合
いい
はは
どど
ここ
にに

見見
らら
れれ
たた
かか
？？
／／
基基
礎礎
基基
本本
のの
定定
着着
へへ
のの
工工

夫夫
はは
どど
ここ
にに
見見
らら
れれ
たた
かか
））
にに
しし
ぼぼ
りり
、、
決決

緑緑
樹樹
３３ 月月 号号

学学
びび
づづ
くく
りり
校校
内内
研研
究究

｢｢

羽羽
ばば
たた
けけ
卒卒
業業
生生

磨磨
けけ
在在
校校
生生
」」

校校
長長

市市
川川

美美
紀紀
子子

発発 行行 者者

清清 川川 村村 立立 緑緑 中中 学学 校校

清清 川川 村村 煤煤 ヶヶ 谷谷 11 99 33 33
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めめ
らら
れれ
たた
時時
間間
のの
中中
でで
参参
加加
者者
がが
自自
由由
にに
発発

言言
、、
参参
加加
者者
はは
、、
すす
べべ
てて
のの
意意
見見
にに
対対
しし
、、

共共
感感
的的
・・
受受
容容
的的
にに
聞聞
きき
、、
司司
会会
者者
（（
フフ
ァァ

シシ
リリ
テテ
ーー
タタ
ーー
））
はは
、、
要要
点点
をを
まま
とと
めめ
てて
いい

くく
よよ
うう
にに
しし
たた
ここ
とと
でで
、、
多多
くく
のの
素素
晴晴
らら
しし

いい
意意
見見
をを
出出
しし
合合
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。

今今
年年
度度
はは
、、
目目
標標
通通
りり
、、
研研
究究
協協
議議
のの
活活

性性
化化
、、
そそ
しし
てて
三三
部部
会会
のの
活活
動動
をを
充充
実実
ささ
せせ

るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
次次
年年
度度
はは
、、
職職
員員

個個
々々
のの
よよ
りり
一一
層層
のの
授授
業業
力力
向向
上上
、、「「
学学
びび
」」

をを
具具
体体
的的
にに
デデ
ザザ
イイ
ンン
しし
てて
いい
くく
意意
欲欲
のの
向向

上上
をを
目目
指指
しし
、、
よよ
りり
よよ
いい
研研
究究
をを
進進
めめ
てて
いい

きき
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。

一一
月月
二二
十十
六六
日日((

木木))

六六
校校
時時
、、
みみ
どど
りり
ホホ
ーー

ルル
にに
てて
薬薬
物物
乱乱
用用
防防
止止
教教
室室
をを
開開
催催
いい
たた
しし
まま

しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
薬薬
物物
乱乱
用用
にに
よよ
るる
心心
身身
へへ
のの

影影
響響
やや
依依
存存
性性
にに
つつ
いい
てて
正正
しし
くく
理理
解解
しし
、、
適適

切切
なな
行行
動動
選選
択択
とと
意意
志志
決決
定定
がが
でで
きき
るる
態態
度度

をを
養養
うう
たた
めめ
にに
実実
施施
しし
てて
いい
るる
もも
のの
でで
、、
今今
年年

度度
はは
「「
タタ
ババ
ココ
のの
正正
体体
」」
にに
つつ
いい
てて
学学
びび
まま
しし

たた
。。
講講
師師
とと
しし
てて
神神

奈奈
川川
県県
厚厚
木木
保保
健健

福福
祉祉
事事
務務
所所
よよ
りり
、、

保保

健健

師師

のの

吉吉

澤澤

佳佳
代代
ささ
んん
、、
中中
村村

慶慶
子子
ささ
んん
がが
来来
てて

くく
だだ
ささ
いい
まま
しし
たた
。。

吉吉
澤澤
ささ
んん
はは
、、
スス
ララ

イイ
ドド
をを
提提
示示
しし
なな
がが

らら
説説
明明
をを
しし
てて
くく
だだ

ささ
りり
、、
なな
ぜぜ
四四
千千
種種
類類
以以
上上
もも
薬薬
物物
がが
入入
っっ
てて

いい
るる
のの
にに
タタ
ババ
ココ
はは
販販
売売
ささ
れれ
てて
いい
るる
のの
かか
、、

タタ
ババ
ココ
をを
吸吸
うう
ここ
とと
でで
、、
具具
体体
的的
にに
どど
のの
よよ
うう

なな
病病
気気
にに
なな
るる
のの
かか
、、
タタ
ババ
ココ
のの
依依
存存
性性
のの
強強

ささ
、、
なな
どど
をを
大大
変変
わわ

かか
りり
やや
すす
くく
おお
話話
しし

しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
まま
しし

たた
。。生生

徒徒
はは
、、
写写
真真
やや

デデ
ーー
タタ
でで
みみ
るる
タタ
ババ

ココ
のの
害害
にに
驚驚
きき
、、
保保

健健
師師
ささ
んん
のの
話話
にに
聞聞

きき
入入
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。

終終
了了
後後
にに
はは
、、「「
タタ
ババ

ココ
なな
んん
てて
ああ
りり
ええ
なな
いい
」」「「
大大
人人
にに
なな
るる
前前
もも
、、

大大
人人
にに
なな
っっ
てて
もも
、、
勧勧
めめ
らら
れれ
てて
もも
タタ
ババ
ココ
をを

吸吸
いい
たた
くく
なな
いい
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。」」「「
死死
ぬぬ
まま
でで

絶絶
対対
にに
吸吸
わわ
なな
いい
」」
なな
どど
、、
タタ
ババ
ココ
のの
害害
をを
よよ

くく
理理
解解
しし
、、
生生
徒徒
自自
身身
のの
ここ
れれ
かか
らら
のの
決決
意意
をを

感感
想想
にに
記記
入入
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。

二二
月月
九九
日日((

木木))

五五
校校

時時
、、
本本
校校
にに
てて
授授
業業
参参

観観
・・
保保
護護
者者
会会
をを
実実
施施
いい

たた
しし
まま
しし
たた
。。
授授
業業
参参
観観

でで
はは
、、
一一
年年
生生
はは
音音
楽楽
のの

授授
業業
でで
、、
のの
びび
のの
びび
とと
楽楽

しし
むむ
姿姿
をを
見見
てて
いい
たた
だだ
けけ

まま
しし
たた
。。
二二
年年
生生
はは
理理
科科

のの
授授
業業
でで
、、
実実
験験
をを
おお
ここ
なな
いい
まま
しし
たた
。。
スス
クク

リリ
ーー
ンン
をを
使使
いい
なな
がが
らら
のの
説説
明明
、、
ググ
ララ
フフ
のの
記記

入入
のの
仕仕
方方
、、
注注
意意
点点
なな
どど
のの
細細
かか
いい
説説
明明
なな
どど

もも
ああ
りり
、、
生生
徒徒
達達
がが
真真
剣剣
にに
実実
験験
にに
取取
りり
組組
むむ

姿姿
をを
見見
てて
いい
たた
だだ
けけ
まま
しし
たた
。。

続続
いい
てて
のの
保保
護護
者者
会会
でで
はは
、、
各各
学学
級級
のの
様様
子子
、、

宿宿
泊泊
体体
験験
学学
習習
でで
のの
活活
躍躍
ぶぶ
りり
にに
つつ
いい
てて
おお
話話

しし
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
携携
帯帯
電電
話話
なな
どど
のの
扱扱
いい

にに
つつ
いい
てて
もも
、、
本本
校校
のの
生生
徒徒
にに
とと
っっ
たた
アア
ンン
ケケ

ーー
トト
をを
もも
とと
にに
説説
明明
しし
まま
しし
たた
。。
携携
帯帯
電電
話話
のの

未未
成成
年年
のの
使使
用用
でで
はは
フフ
ィィ
ルル
タタ
リリ
ンン
ググ
がが
条条
例例

でで
義義
務務
づづ
けけ
らら
れれ
るる
よよ
うう

にに
なな
っっ
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、

昨昨
年年
以以
上上
にに
フフ
ィィ
ルル
タタ
リリ

ンン
ググ
ささ
れれ
たた
携携
帯帯
をを
持持
つつ

よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
生生
徒徒
がが
増増

加加
しし
まま
しし
たた
。。
使使
いい
方方
次次

第第
でで
危危
険険
なな
ここ
とと
もも
ああ
るる

携携
帯帯
電電
話話
のの
話話
にに
、、
保保
護護

者者
のの
みみ
なな
ささ
んん
もも
真真
剣剣
にに
聞聞
きき
入入
っっ
てて
くく
だだ
ささ

いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
平平
成成
二二
十十
五五
年年
度度
入入
学学

者者
のの
公公
立立
高高
等等
学学
校校
入入
試試
選選
抜抜
制制
度度
のの
変変
更更

点点
にに
つつ
いい
てて
もも
説説
明明
しし
、、
保保
護護
者者
のの
みみ
なな
ささ
んん

のの
表表
情情
もも
ささ
らら
にに
真真
剣剣
味味
がが
増増
しし
たた
よよ
うう
でで
しし

たた
。。まま

たた
、、
次次
年年
度度
のの
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
役役
員員
のの
選選
出出
をを
おお

ここ
なな
いい
まま
しし
たた
。。
ごご
協協
力力
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ

いい
まま
しし
たた
。。

本本
校校
三三
階階
理理
科科
室室
にに
はは
、、
清清
川川
村村
にに
おお
住住

まま
いい
のの
岩岩
澤澤

満満
様様
よよ
りり
、、
日日
本本
のの
子子
どど
もも

たた
ちち
にに
ブブ
ララ
ジジ
ルル
とと
いい
うう
国国
のの
存存
在在
をを
意意
識識

しし
てて
欲欲
しし
いい
とと
いい
うう
願願
いい
でで
御御
寄寄
贈贈
いい
たた
だだ

いい
たた
トト
カカ
ゲゲ
がが
展展
示示
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

岩岩
澤澤
ささ
んん
はは
、、
おお
よよ
そそ

五五
十十
年年
前前
、、
海海
外外
派派
遣遣
農農

業業
実実
習習
生生
とと
しし
てて
ブブ
ララ
ジジ

ルル
のの
パパ
ララ
ナナ
州州
カカ
スス
トト
ロロ

市市
内内
のの
農農
場場
にに
、、
十十
ヶヶ
月月

間間
滞滞
在在
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。ここ
のの
トト
カカ
ゲゲ
はは
、、

そそ
のの
当当
時時
のの
もも
のの
でで
すす
。。

本本
校校
にに
おお
越越
しし
のの
際際
はは
、、
ぜぜ
ひひ
一一
度度
ごご
覧覧

下下
ささ
いい
。。

本本
校校
でで
はは
、、
一一
月月
下下
旬旬
にに
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ

がが
流流
行行
しし
まま
しし
たた
。。
二二
学学
年年
にに
おお
いい
てて
はは
、、
一一

月月
二二
十十
六六
日日
のの
午午
後後
かか
らら
一一
月月
三三
十十
一一
日日
まま

でで
学学
年年
閉閉
鎖鎖
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
日日
頃頃
かか
らら
のの
うう

がが
いい
手手
洗洗
いい
のの
慣慣
行行
、、
まま
たた
、、
早早
めめ
にに
対対
応応
しし

たた
おお
かか
げげ
でで
、、
他他
学学
年年
へへ
はは
広広
がが
るる
ここ
とと
なな
くく

今今
はは
落落
ちち
着着
いい
てて
おお
りり
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
今今
年年

のの
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
特特
徴徴
はは
爆爆
発発
的的
なな
感感
染染

スス
ピピ
ーー
ドド
でで
すす
。。
引引
きき
続続
きき
、、
うう
がが
いい
手手
洗洗
いい

のの
徹徹
底底
、、
充充
分分
なな
睡睡
眠眠
とと
栄栄
養養
をを
とと
りり
、、
抵抵
抗抗

力力
をを
つつ
けけ
てて
、、
ウウ
イイ
ルル
スス
にに
負負
けけ
なな
いい
丈丈
夫夫
なな

身身
体体
をを
作作
りり
まま
しし
ょょ
うう
。。
まま
たた
、、
風風
邪邪
にに
つつ
いい

てて
もも
流流
行行
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
。。
風風
邪邪
にに
つつ
いい

てて
はは
、、
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
よよ
うう
なな
高高
熱熱
はは
出出

まま
せせ
んん
がが
、、長長
引引
くく
ここ
とと
がが
特特
徴徴
のの
よよ
うう
でで
すす
。。

少少
しし
でで
もも
体体
調調
不不
良良
をを
感感
じじ
たた
とと
きき
はは
、、
早早
めめ

にに
対対
応応
しし
てて
、、
しし
っっ
かか
りり
直直
しし
てて
かか
らら
登登
校校
すす

るる
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。

３３月月 のの予予 定定
３３／／１１日日（（木木））11,,22 年年学学年年末末試試験験・・安安全全点点検検

２２日日（（金金））11,,22 年年学学年年末末試試験験

６６日日（（火火））33 年年生生をを送送るる会会

卒卒業業式式予予行行

９９日日((金金)) 卒卒業業証証書書授授与与式式

１１４４日日（（水水））学学びびををひひららくく校校内内研研

学学級級専専門門委委員員会会、、清清掃掃強強化化日日

１１６６日日（（金金））清清掃掃強強化化日日

１１９９日日（（月月））生生徒徒会会団団結結式式・・球球技技大大会会

給給食食終終了了

２２００日日（（火火））春春分分のの日日

２２１１日日（（水水））～～２２２２日日弁弁当当持持参参

２２２２日日（（木木））大大掃掃除除

２２３３日日（（金金））修修了了式式

２２６６日日（（月月））～～ 学学年年末末休休業業

授授
業業
参参
観観
・・保保
護護
者者
会会

薬薬
物物
乱乱
用用
防防
止止
教教
室室

タタ
ババ
ココ
のの
正正
体体

ブブ
ララ
ジジ
ルル
かか
らら
やや
っってて
きき
まま
しし
たた

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
衰衰
ええ
ずず


